
総合防災訓練に向けて

直前説明資料

～地域の絆を防災力に～

令和４年 ９月１５日

酒田市危機管理監
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【事前情報提供資料】



総合防災訓練の狙い

市
（災害対策本部）

防災関係機関
（消防、警察、自衛隊等）

Ａ避難所 Ｂ避難所 Ｃ避難所

救援要請

救援活動の
ための連携

救援要請

現状報告
所要の統制

各避難所間の横断的連携

◎ 総合防災訓練の狙い
⇒市を核心として市民・自主防災組織及び
防災関係機関が組織的な連携を発揮できる
ようにすること
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令和４年度総合訓練の概要

〇 日 時
令和４年１０月２９日（土）
午前８時３分~午前９時頃

〇 訓練想定
津波を伴う震災
（酒田市津波ハザードマップによる）

〇 主要訓練項目
津波を伴う震災発生時における

・ 市役所、防災関係機関、自主防災
組織の対応行動

・ 上記各組織間の連携の強化
〇 訓練対象

市全域
〇 訓練統裁：内閣府委託業者

ランドブレイン(株)

発
災
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市総合防災訓練の演練事項

災害対策本部
〇 震災対処の初動に
おける市役所の活動
・ 休日間の応急出勤
・ 発災直後の混乱か
ら組織的な指揮所
活動までの円滑な
移行

〇 状況の把握
と庁内共有
・ 被災状況
・ 避難者状況
・ 防災関係機関

防災関係機関との連携
〇 任務区分の明確化
・ 発災直後の各機関の
行動をモデル化

⇓
・ 各機関の行動を擦り合
わせ、認識の共有
⇒各機関相互認識の深化
に伴う連携意識の強化
⇒活動の死角・重複
の防止

〇 実動訓練により徹底及び
検証

自主防災組織等
〇 身を守る行動
・ 身を守る訓練
・ 緊急避難

〇 各自主防災組織等計画訓練
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時 期 ０９：００ １０：００ １１：００ １２；００

状 況

自
治
会
等

市

役

所

等

関
係
部
外
機
関

消
防
団

常
備
消
防

警

察

海

保

自
衛
隊
等

総 合 防 災 訓 練 全 般 時 程 表（基 準）

発

災

大
津
波

警
報

０８：０３０８：０６
０８：２０

０８：４０

大
津
波

警
報
解
除

津波襲来
全３波

身
を
守
る
行
動
（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）

応急出勤
災害対策本部活動

訓

練

終

了

式

＃
１
事
務
局

会
議

避 難 行 動

転用準備 地域偵察 ⇒ 転用勢力判明 ⇒ 転用命令 ⇒ 転 用

集 合 再
編
成

救援活動

救 援 活 動
応急出勤

救援 活動

避難行動 救 援 活 動

避難行動

救 援 活 動

１２：３０

状

況

終

了

応急出動・前進

救 援 活 動

＃

１

災

対

本

部

会

議

応急出勤

各自主防災会等の計画
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市
統
制
訓
練

状
況
終
了



各自主防災組織等が参加する訓練の詳細
場 所 港南・亀ケ崎地区

時 期 発災時 大津波警報発令 警報解除

訓練事項

訓練要領と
会長への
依 頼

◎各人毎家庭等において訓
練→
〇各家庭に対し参加の呼び
かけ

◎避難ビルへの避
難行動を実演→
〇避難要領の確
立・徹底

◎避難所への移
動→
〇移動要領の
確立・徹底

◎避難所の開設、
運営を一連で演
練→〇マニュア
ルの確認・徹底

身を守る訓練 津波避難ビルへ
の避難

避難所への移動 避難所の開設
・運営

場 所 全市（港南・亀ケ崎地区以外）

時 期 発災時 発災直後 発災後

訓練事項

訓練要領と
会長への
依 頼

◎各人毎家庭等において訓練→

〇各家庭に対し参加の呼びかけ

◎避難行動を実
動をもって演練
→〇避難要領の
確認・徹底

◎避難所開設・運営を一連
の行動をもって演練→
〇マニュアルの確認・徹底

身を守る訓練
避難行動 避難所の開設・運営

実動訓練としてはここまで
（一次避難場所への避難まで）
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時 間

状
況

災

害

等

伝
達

手
段

行

動

の

概

要

総合防災訓練時程表（自主防災組織等）

午前８時３分

大
津
波

警
報
解
除

津波襲来
全３波

揺れは６分に終了

発
災

① 身を守る訓練

・ 防災無線等の音声を合図に
各家庭毎訓練を実施

・ 自動応答サービスで確認
（午前８時３分で訓練開始）
・ 午前８時６分まで継続

大
津
波

警
報

② 避難所（場所） への避難

・ 「大津波警報」で避難行動
に移行

・ 自動応答サービスで確認
（午前８時６分で訓練開始）

③ 避難所（場所）での行動

・ 訓練参加予定者全員が避難所到着
（午前９時時点）をもって参加者人数掌握

・ 把握後は解散又は自治会等の訓練を実施
・ 訓練終了後は、各自治会毎コミ振会長に、
異常（事故・けが人の発生等）の有無、訓練
参加人員等を報告

・ コミ振会長は、避難所連絡員等を通じ市に
報告

・ 防災無線 ・ 防災ラジオ ・ 緊急速報メール ・ 市ライン 一斉放送

午前８時６分 午前８時２０分 午前８時４０分 午前９時

市
統
制

訓
練
終
了
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細 部 訓 練 参 加 要 領（１）

状 況
災害状況 ① 午前８時３分 酒田沖震度６の地震発生 ② 午前８時６分 「大津波警報」発令

状況付与要領 ・ 防災無線 ・ 防災ラジオ ・ 緊急速報メール ・ 市ライン により一斉放送

訓 練 項 目 発災直後の行動

細部訓練事項 身を守る訓練 避難行動への移行

訓練実施要領及び着眼

１ 訓練実施要領
① 各家庭において実施
② 地震発生を確認したならば、食卓・学
習机等の下に避難

③ 「大津波警報」発令後避難行動に移行
２ 着眼点
① 避難スペースの確保：食卓の下等の
整理・整頓

② その他家具等の倒壊防止処置に努める

１ 訓練実施要領
あらかじめ準備したリュックサック等を携行

し速やかに避難所（場所）へ
２ 着眼点
① 携行品の準備（リュックサック、ヘルメッ
ト、長靴、避難所等までの地図等）

② リュックサック等携行品の保管場所
玄関までの動線沿い

③ 慌てて玄関から出ない

備 考
地震の揺れは午前８時６分をもって停止

※都合により「避難行動」に参加されない方
もこれだけは訓練してください

火の始末、玄関の施錠等は確実に実施
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細 部 訓 練 参 加 要 領（２）

状 況
災害状況 ① 午前８時２０分~午前８時４０分 津波襲来 ② 午前８時４０分 大津波警報解除

状況付与要領 ・ 防災無線 ・ 防災ラジオ ・ 緊急速報メール ・ 市ライン により一斉放送

訓 練 項 目 避難行動

細部訓練事項 避難所（場所）への避難 避難所（場所）

訓練実施要領及び着眼

１ 訓練実施要領
① 各地区ごとに定められた避難所（場所）
まで避難行動

② 避難所に避難する前に公園等に一旦集合
する場合（避難場所）は、避難場所まで

２ 着眼点
① 避難経路の危険箇所等については事前
に確認（Ａ）

② 近所の人への声掛け（Ｂ）
③ 消防、消防団等との連携があれば有利な
場面を考察（Ｃ）

１ 訓練実施要領
① 避難所（場所）において各地区ごと集合
し、避難者数を確認

② 最終避難者が不明な場合は、午前９時を
目途に避難者数を確認

③ 確認後は解散または各自治会計画の訓練
２ 着眼点

各避難所（場所）において、避難者数を把
握する要員を予め指定

備 考
・ 慌てず、焦らず、交通事故防止を心掛ける
・ 津波の襲来は酒田市津波ハザードマップ
（バッファゾーン除く）を適用

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）
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次年度以降の訓練に向けて

市
（災害対策本部）

防災関係機関
（消防、警察、自衛隊等）

Ａ避難所 Ｂ避難所 Ｃ避難所

救援要請

救援活動の
ための連携

現状報告

各避難所間の横断的連携

◎ 総合防災訓練の狙い
⇒市を核心として市民・自主防災組織及び
防災関係機関が組織的な連携を発揮できる
ようにすること

◎ 次年度以降の訓練の主題
消防団、消防、警察等と避難・救援

活動において、如何に連携していくか
を考えていく
本年度から連携の場面等を考察

所要の統制

救援要請
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支部指定職員・避難所連絡員の参加要領
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◎ 各コミセン・学校・津波避難ビル（港南・亀ケ崎地区）
には所定の支部指定職員・避難所連絡員を派遣

☆ 自治会の皆様と同一の時間軸で訓練するため、自宅からの
移動時間等により、遅れて到着する場合があります。
特に、津波避難ビルにおいては、職員が津波に巻き込まれる

事態を防ぐために、大津波警報が解除された後到着する場合が
ありますので予めご了承ください。

避難場所

◎ 公園等一時避難場所には、もともと市の連絡
員は指定されていません。
⇒本訓練においても市役所の職員は派遣されま
せん。



市 統 制 訓 練 終 了 後 の 連 絡 要 領
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１ 各自主防災会長等から、市統制訓練終了各所属コミ振会長へ報告
① 参加者の異常（怪我、病気等）の有無 ② 訓練参加人数

コミ振会長 支部指定職員 市役所

３ 訓練参加中怪我・病
気等不測事態が発生し
たならば、直接市役所
危機管理課へ

２ 各コミ振ごと集計し、支部指定職員を通じ市に報告
報告期限 ２９日午前１０時

※ 津波避難ビル除く



13→津波避難ビル

津波避難ビルにおける訓練終了後の行動について（港南・亀ケ崎地区）

１ 企業作成アンケートへの記入

① 各避難ビル毎記入

② 記入者：訓練参加者全員

③ 細 部 ランドブレイン社員統制

２ 市への訓練終了報告

① 各津波避難ビルへの避難者代表者から

市へ

② 時 期：アンケート記入終了後

③ 報告事項：異常の有無、訓練参加人数

３ 振り返り

① 実施時期・要領等検討中

② 対象者：各津波避難ビル代表者

ＪＡ庄内

山新ビル

セレモニーホール酒田

ホテルリッチ＆ガーデン酒田

リハビリテーション病院

ベルナール酒田 13



市民への周知について：チラシ・ポスターの作成と配布

１ チラシ・ポスターの作成

〇 訓練の流れ：特に災害状況とやるべきことが

一目瞭然で分かるもの

⇒・ 周知の負担を努めて軽減

・ 「防災」に不案内な市民の方でも気軽に

訓練に参加できる

・ 訓練間の安全管理（交通事故防止、火災予防）

を注意喚起

２ 配 布

〇 チラシ：１０月１日号「広報」に織り込み

全戸配布

〇 ポスター：各コミセン等に配布

（枚数は検討中）

３ 事前のデータ配布

９月２０日（予定） 14

現在作成中の案（裏面）



月 ９ 月 １ ０ 月
１ １ 月

日 １~１０日 １１~２０日 ２１~３０日 １~１０日 １１~２０日 ２１~２９日

準備等
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総合防災訓練準備等に係る予定

総

合

防

災

訓

練

事

前

説

明

資

料

配

布

2915

地

域

説

明

会

事

前

Ｗ

Ｓ
（
津
波
避
難
所
）

10

事

後

Ｗ

Ｓ
（
市
内
全
域
）

訓
練
説
明
チ
ラ
シ
配
布
開
始

1

※ 詳細については決定次第お知らせします。



総合防災訓練における戦力化構想（修正版）

年 度 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 令 和 ６ 年

訓練目標 やってみましょう 工夫をこらしましょう 安心しましょう

指揮所

活 動

行動の基準
１ 事務局の指揮所活動
２ 災対本部の運営

１ 全庁的な指揮所活動
２ 災対本部の運営

１ 機能別編成による全庁的な
指揮所活動

２ 災対本部の運営

到達目標

１ 被害情報、防災関係機関の行
動の把握・意思決定環境の整備

２ 災害対策本部会議の運営

１ 被害情報、防災関係機関の行
動の把握・意思決定環境の整備

２ 災害行政の演練
３ 災害対策本部会議の運営

１ 被害情報、防災関係機関の行
動の把握・意思決定環境の整備

２ 機能別災害行政の演練
３ 災害対策本部会議の運営

防災関係

機 関

行動の基準
１ 運用モデルの徹底・検証
２ 他機関又は自主防災組織との
連携ニーズの列挙

１ 運用モデルの徹底
２ 他機関及び自主防災組織との
連携

１ 運用モデルの完成
２ 被災状況への対応

到達目標

１ 任務の確認、修正所要事項の
解明

２ 他機関等との要連携事項の解明

１ 任務の徹底
２ 他機関及び自主防災組織等との
連携要領概成

１ 任務の完遂態勢確立
２ 被災状況への組織的な対応
３ 他機関及び自主防災組織等との
連携要領完成

自主防災

組織等

行動の基準

１ 身を守る行動~避難所等への
避難~避難所等での受付（人員把
握）

２ 避難所連絡員との連携

１ 身を守る行動~避難所等への
避難~避難所等での受付（人員把
握）

２ 避難所連絡員との連携

１ 身を守る行動~避難所への避難
～避難所運営委員会開設

２ 避難所連絡員との連携

到達目標

１ 避難所（緊急避難ビル）等への
避難要領の確認

２ 地区防災計画への昇華

１ 避難所（緊急避難ビル）等への
避難要領の確認

２ 防災関係機関との連携要領概成
３ 地区防災計画への昇華

１ 避難所運営基盤の確立
２ 防災関係機関との連携要領完成
３ 地区防災計画への昇華

16」

※青字：修正部分


